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私
は
、
98
歳
の
義
母
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
義
母
は
ボ
ケ
る
こ
と
も
な
く
、
毎
日
、
新
聞

を
読
み
テ
レ
ビ
を
見
て
、
芸
能
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
政

治
経
済
、
世
界
情
勢
ま
で
私
に
議
論
を
持
ち
掛

け
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
長
生
き
の
た

め
と
言
い
な
が
ら
、
毎
朝
6
時
に
起
き
て
家
族

3
人
分
の
洗
濯
を
し
て
、
そ
れ
を
干
し
、
夕
方

に
は
取
り
込
み
、
き
ち
ん
と
畳
ん
で
私
た
ち
夫

婦
の
分
を
渡
し
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
自

分
の
食
事
は
生
協
の
宅
配
を
利
用
し
て
食
材
を

注
文
し
、
き
ち
ん
と
作
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。

　
世
間
で
は
、
親
の
介
護
が
大
変
だ
と
い
う
話

を
よ
く
聞
き
ま
す
し
、
身
近
に
も
介
護
で
苦
労

し
て
い
る
親
戚
兄
弟
が
何
人
も
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
し
ま
す
と
、
本
当
に
義
母
は「
ス
ー
パ
ー
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ス
ー
パ
ー

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
読
書
が
大
好
き
で
、
つ
い
最
近
の

こ
と
で
す
が
、
渡
辺
雄
二
著
の『「
食
べ
て
は
い

け
な
い
」「
食
べ
て
も
い
い
」
添
加
物
』
と
い
う

本
の
注
文
を
頼
ま
れ
購
入
し
ま
し
た
。
中
身
は

見
て
い
ま
せ
ん
が
、
小
見
出
し
で
は「
よ
か
れ
と

思
っ
て
食
べ
て
い
た
も
の
が
実
は
危
な
い
」
と
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
の
中
身
は
ど
う
あ
れ
、

凡
人
な
ら
ば
98
歳
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
今
さ
ら

何
を
食
べ
て
も
そ
ん
な
に
寿
命
は
変
わ
ら
な
い

と
考
え
ま
す
が
、
元
気
で
長
生
き
し
て
い
る
我

が
家
の
ス
ー
パ
ー
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
健
康
・
長
寿

の
た
め
に
日
々
の
弛た
ゆ

ま
ぬ
努
力
を
し
て
い
る
姿

勢
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
ゼ
ロ
災
達
成
」
は
、
産
業
人
す
べ
て
の
願
い

で
あ
り
ま
す
が
、

「
ロ
ー
マ
は
一
日

に
し
て
成
ら
ず
」

の
例
え
ど
お
り
、

地
道
な
日
々
の

安
全
活
動
こ
そ

が
肝
要
で
あ
る
と

再
確
認
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
　
　
　  

（
人
事
・
労
務
管
理
部
長
　
塚
本
）

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン
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全
社
員
で
共
有
!!

情
報
は
、

企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
!!
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西臼杵郡五ヶ瀬町  うのこの滝 生い茂る樹木の中に、突如現れる丸い大きな穴。5,000㎡の広い滝つぼを持つ「うのこの滝」
です。五ヶ瀬川支流の三ヶ所川にある滝（落差 20m）で、柱状節理の奇岩に囲まれた巨大な滝つぼに、吸い込まれるように水
が流れ落ちる様は圧巻です。三ヶ所岩神地区から遊歩道をたどり、森の中を10 分ほど下ると滝つぼで、間近で見る滝は迫力
満点！対岸の展望台から広大な滝つぼと滝が一望でき、四季折々の美しさが楽しめます。周りの木々が色づく紅葉の季節は
また格別で、穴場の絶景スポットです（参照：宮崎県観光協会 Web サイト）。筆者は宮崎出身ですが、知識不足で最近まで全く
知らなかったこの滝。早速、Web の「地理院地図」をズームして…ありました！見慣れぬ可愛らしい記号と共に「鵜の子滝」と。
ここでクイズ！滝の地図記号は？…ヒント：滝口（上流）と飛び散る滝しぶき（下流）をシンプルにした記号ですよ（答えは下欄）。
国土地理院によると、「滝とは流水が急激に落下する場所をいい、ふつうは高さが 5m 以上で、いつも水が流れている有名な
滝や好目標となる滝を地図に表示」しているそうです。時代の変化とともに移り変わる地図記号。あなたの知識はもう古い ?!

11月13日(水) （13:30~15:30）
宮崎市佐土原総合文化センター

多数のご参加を
          お願い申し上げます。

（答え）

勤労感謝の日

※大会当日の事務所業務はお休みいたします。ご了承ください。
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　労働保険とは、労災保険と雇用保険を総称した言葉です。
　労災保険は、労働者が業務上または通勤途中で負傷したり、病
気に見舞われたり、あるいは不幸にも死亡された場合に、被災労
働者や遺族を保護するため必要な保険給付等を行うものです。
　雇用保険は、労働者が失業した場合、失業給付を支給して生活
の安定を図るとともに、再就職を促進するため必要な給付等を行
うものです。
　労働保険は政府が管理、運営している強制的な保険であり、労
働者を１人でも雇っていれば、原則として適用事業となり、事業主
は労働保険に加入しなければなりません。パートタイム労働者につ
いても、一定の要件を満たせば雇用保険の被保険者となります。
　厚生労働省では、１１月を「労働保険未手続事業一掃強化期間」
とし、保険関係成立手続を促す広報活動や加入手続指導に集中的
に取り組んでいます。
　加入手続は、最寄りの労働基準監督署、またはハローワーク（公
共職業安定所）へご相談ください。
　加入手続等の事務処理が煩わしいとお考えの事業主の方は、厚
生労働大臣の認可を受けた中小事業主等の団体である労働保険事
務組合や社会保険労務士に事務処理を委託できる制度もあります
ので、ご利用ください。

  宮崎労働局  労働保険徴収室 

  事業主のみなさまへ
労働保険の成立手続はおすみですか ?

0985-38-8822TEL.

　

10
月
16
日
、ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ

宮
崎
に
お
い
て
理
事
17
名
、監
事
2

名
に
出
席
い
た
だ
き
、「
令
和
6
年

度
第
2
回
理
事
会
及
び
合
同
専
門

部
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
議
事
項
は
、5
月
16
日

か
ら
9
月
15
日
ま
で
の
新
規
入
会

会
員
承
認
の
件
１
件
で
、異
議
な
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。会
員
の
状
況
で

す
が
、9
件
の
新
規
加
入
に
対
し
て
、

事
業
廃
止
や
会
社
都
合
な
ど
の
理

由
で
退
会
さ
れ
た
会
社
が
43
件
あ
り

ま
し
た
。ま
た
報
告
事
項
と
し
て
、

代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の

職
務
執
行
状
況
、及
び
令
和
6
年
度

上
半
期
の
講
習
会
受
講
者
数
等
に
つ

い
て
3
件
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
上
半
期
の
講
習
会

受
講
者
数
の
状
況
で
は
、計
画
の
変

更
点
と
し
て
、法
改
正
へ
の
対
応
で
、

受
講
者
数
が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま

し
た
石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習
が

８
月
頃
か
ら
急
激
に
減
少
し
て
き
た

こ
と
。ま
た
、令
和
6
年
1
月
に
施
行

さ
れ
た
金
属
ア
ー
ク
溶
接
作
業
主
任

者
限
定
技
能
講
習
の
受
講
者
が
予
想

に
反
し
て
集
ま
ら
ず
、こ
の
２
件
の

計
画
を
大
幅
に
削
減
し
た
こ
と
。一

方
で
、化
学
物
質
管
理
者
研
修
、及

び
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
教
育

の
受
講
者
が
予
定
を
大
幅
に
上
回

り
、追
加
講
習
を
実
施
し
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、全
体
と
し
て

前
年
度
を
上
回
っ
て
お
り
順
調
に

実
施
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、11
月
13
日
に
宮
崎
市

佐
土
原
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て

開
催
予
定
の「
令
和
6
年
度
宮
崎

県
産
業
安
全
衛
生
大
会
」は
、コ

ロ
ナ
禍
で
の
縮
小
開
催
を
従
来
の

3
0
0
人
規
模
程
度
に
戻
す
こ
と

か
ら
、積
極
的
な
参
加
を
お
願
い

し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

理
事
会
終
了
後
、「
令
和
6
年

度
総
務
・
労
務
管
理
・
安
全
衛
生

合
同
専
門
部
会
」を
昨
年
に
引
き

続
き
開
催
し
ま
し
た
。今
回
の
専

門
部
会
で
は
、宮
崎
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室（
以
下「
雇
均
室
」）

の
三
浦
章
子
室
長
か
ら「
雇
用
環

境
・
均
等
行
政
の
概
要
」と
題
し
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令和6年度 第2回理事会
（ニューウェルシティ宮崎）

合同専門部会 講演
宮崎労働局 三浦雇用環境•均等室長

　

講
演
の
概
略
を
紹
介
し
ま
す
と

▼「
雇
均
室
」の
主
な
業
務
は
、「
働

き
方
改
革
の
推
進
」「
女
性
の
活
躍

推
進
」「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
推

進
」等
の
取
り
組
み
の
支
援
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
法
に
関
す
る
相
談
対
応

な
ど
▼
男
女
間
の
賃
金
格
差
は
長

期
的
に
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
が
依

然
と
し
て
2
割
以
上
の
開
き（
宮
崎

県
は
全
国
の
中
で
は
格
差
が
少
な

い
方
）▼
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

主
な
相
談
と
し
て
①
部
下
か
ら
の

パ
ワ
ハ
ラ（
店
長
に
昇
格
し
た
が
、ベ

テ
ラ
ン
パ
ー
ト
か
ら
の
い
び
り
が
ひ

ど
い
）②
男
女
の
異
な
る
配
置（
営

業
職
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。同
期
の

男
性
は
先
輩
か
ら
営
業
の
指
導
を

受
け
て
い
る
が
、女
性
の
私
は
電
話

応
対
や
資
料
作
り
ば
か
り
で
営
業

の
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
）③

妊
婦
で
あ
る
が
、通
勤
緩
和
を
会

社
が
認
め
て
く
れ
る
か
心
配
で
あ

る
④
妊
娠
を
理
由
と
す
る
退
職
強

要
、妊
婦
は
い
つ
休
む
か
わ
か
ら
な

い
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て

い
る 

▼
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
に
関
す

る
相
談
と
し
て
①
通
勤
手
当
の
支

給
基
準
が
正
社
員
と
違
う
②
正
社

員
へ
の
転
換
制
度
が
な
い
③
正
社

員
と
賃
金
に
格
差
が
あ
る
④
契
約

社
員
に
は
賞
与
が
な
い
⑤
有
給
の

慶
弔
規
定
が
な
い
な
ど
を
紹
介
さ

れ
、法
令
の
積
極
的
な
順
守
を
お
願

い
さ
れ
ま
し
た
。

  

（
人
事
・
労
務
管
理
部
長　

塚
本
）

第
2
回 

理
事
会
及
び
合
同
専
門
部
会
を
開
催

令和6年度 

第 2 回
（
総
務
・
労
務
・
安
全
衛
生
）
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と
題
し
て
、
歯
科
健
診
が
事
業
所
に
と
っ
て
良

い
こ
と
で
あ
り
、
歯
科
健
診
の
受
診
機
会
を
増

や
す
と
い
う
目
的
達
成
の
た
め
、
歯
科
健
診
に

行
け
る
よ
う
に
会
社
の
中
に
仕
組
み
を
作
っ
て

社
員
に
周
知
し
、
導
入
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
を
孫
子
の
兵
法
書
に
あ
て
は
め
て
、
わ
か
り

や
す
く
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
歯
周
病
は
ギ
ネ

ス
ブ
ッ
ク
に
も
載
っ
て
い
る
病
気
で
、
人
類
史

上
最
も
感
染
者
数
の
多
い
感
染
症
で
あ
る
こ
と

（
８
割
以
上
の
人
は
か
か
っ
て
い
る
）、
手
の
ひ

ら
サ
イ
ズ
の
炎
症
で
、
歯
を
支
え
て
い
る
骨
が

な
く
な
る
病
気
で
あ
る
こ
と
、
プ
ラ
ー
ク
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
大
事
で
あ
る
こ
と
、
歯
周
病
は
認

知
症
、
糖
尿
病
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
誤

嚥
性
肺
炎
、
早
産
、
口
臭
な
ど
と
も
関
わ
り
が

あ
る
こ
と
な
ど
、
改
め
て
歯
科
健
診
の
重
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
最

初
に
あ
る
虫
歯
や
歯
周
病
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
の
後
の
ド
ミ
ノ
倒
し
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
が
限
り
な
く
少
な
く
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
ド
ミ
ノ
の
話
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
霧
島
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）
労

働
安
全
推
進
室
の
森
永
賀よ

し
あ
き亮
氏
が「
安
全
で
健

康
そ
し
て
快
適
な
職
場
づ
く
り
に
向
け
て
全
力

を
尽
く
す
」
と
大
会
宣
言
を
元
気
よ
く
読
み

上
げ
、
参
加
者
全
員
で
採
択
し
て
、
大
会
を
終

え
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
専
務
理
事　

福
山
）

　

日
南
地
区
安
全
衛
生
推
進
大
会
は
、
10
月

2
日
、
日
南
市
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
当
協
会
日

南
支
部
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日

南
・
串
間
市
の
事
業
所
か
ら
87
人
が
参
加
し
、

労
働
災
害
の
大
幅
な
減
少
と
働
き
や
す
い
労
働

環
境
の
形
成
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
平
林
哲
也
支

部
長（
王
子
製
紙（
株
）日
南
工
場
長
）
は
、「
日

南
・
串
間
地
区
の
昨
年
の
労
働
災
害
は
、
休
業

災
害
は
減
少
し
た
が
、
死
亡
災
害
は
令
和
４
年

の
１
人
か
ら
２
人
も
増
え
て
３
人
と
な
っ
た
。

死
亡
災
害
は
何
と
し
て
も
防
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
現
状
を
重
く
受
け
止
め
て
労
働
災
害
防

止
活
動
を
徹
底
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企

業
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る

都
城
・
小
林
地
区  

日
南
地
区
で
安
全
衛
生
推
進
大
会

都
城
支
部

日
南
支
部

　

都
城
・
小
林
地
区
安
全
衛
生
推
進
大
会
が

当
協
会
都
城
支
部
主
催
に
よ
り
、
９
月
26
日
、

都
城
市
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
都
城
労
働
基
準
監
督
署
管
内
の
事

業
所
か
ら
約
1
2
0
人
が
参
加
し
、
ゼ
ロ
災

と
安
全
で
健
康
そ
し
て
快
適
な
職
場
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
江
夏
啓ひ

ろ

人と

支
部
長（
ヤ
マ
エ
食
品
工
業（
株
）代
表
取
締
役

社
長
）
が「
働
く
方
々
の
一
人
ひ
と
り
が
、
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

場
に
お
い
て
、
一
人
の
被
災
者
も
出
さ
な
い
と
い

う
基
本
理
念
を
共
有
し
、
さ
ら
に
10
月
１
日
か

ら
展
開
さ
れ
る
全
国
労
働
衛
生
週
間
を
契
機

と
す
る
労
働
衛
生
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
吉
田　

恭
た
か
し

都
城
労
働
基

準
監
督
署
長
よ
り
、「
都
城
監
督
署
管
内
で
は
、

今
年
８
月
末
現
在
、
死
亡
災
害
が
３
件
で
昨

年
と
同
数
、
休
業
４
日
以
上
の
災
害
が
２
６
３

120 人が参加した
都城・小林地区安全衛生推進大会

87人が参加した
日南地区安全衛生推進大会

特別講演
稲田歯科医院  稲田英三朗院長

特別講演
（公財)宮崎県健康づくり協会
   田口和歌子 健康運動指導士

件
で
昨
年
よ
り
18
件
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

特
に
転
倒
災
害
が
最
も
多
く
増
加
傾
向
に
あ

り
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
件
数
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
女
性
の
割
合
が
多
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
転
倒
災
害
防
止
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
厚
生
労
働
省
の
S
A
F
E
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

サ
イ
ト
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。」
と
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て「
本
大
会
で
職
場
の
安

全
衛
生
は
全
て
に
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
て
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
都
城
労
働
基
準
監
督
署
の
原　

敏
彦
安
全
衛
生
課
長
の
講
話
で
は
、
①
県
内
、

管
内
の
労
働
災
害
発
生
状
況
の
推
移
、
死
亡

災
害
事
例
と
そ
の
対
策 
②
事
故
の
型
で
最
も

多
い
比
率
を
占
め
る
転
倒
災
害
防
止
対
策

③
化
学
物
質
管
理
に
お
け
る
法
令
改
正
の
内

容
及
び
最
新
の
情
報 

④
健
康
管
理
対
策
、

と
く
に
健
康
診
断
実
施
後
の
措
置
等
に
つ
い

て
、
幅
広
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
は
、
稲
田
歯
科
医
院
の
稲
田
英

三
朗
院
長
か
ら「『
歯
』
と『
お
口
』
の
健
康
」

（
敵
を
知
り
己
を
知
ら
ば
百
戦
危
う
か
ら
ず
）

が
、
大
会
を
通
じ
て
皆
さ
ん
と
安
全
の
大
切
さ

を
共
有
し
て
、
よ
り
安
全
で
衛
生
的
な
職
場
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
黒
木
章
寛
日
南
労
働
基
準

監
督
署
長
よ
り「
令
和
６
年
の
県
内
の
労
働
災

害
発
生
状
況
は
、
休
業
災
害
が
か
な
り
の
増
加

傾
向
に
あ
り
、
加
え
て
、
非
常
に
残
念
な
こ
と

に
死
亡
災
害
が
11
件
発
生
し
前
年
の
２
倍
以

上
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
南
串
間
地
区
の

労
働
災
害
の
発
生
状
況
は
、
死
亡
災
害
も
な

く
、
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
統

計
上
は
死
亡
災
害
０
件
と
な
っ
て
い
る
が
、ボ
ー

ト
に
乗
っ
て
川
の
測
量
作
業
を
行
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
作
業
者
が
溺
れ
る
と

い
う
災
害
が
日
南
で
発
生
し
て
い
る
。
改
め
て

安
全
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
労
基
署
の
安
藤
翔
太
監
督
・
安

衛
課
長
よ
り『
安
全
衛
生
活
動
の
ヒ
ン
ト
及
び

特
徴
的
な
労
働
災
害
事
例
に
つ
い
て
』
と
題
し
、

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
効
果
的
な
安
全
衛
生

活
動
を
行
う
た
め
、
１
点
目
は
見
え
る
教
育

資
材
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
、
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
れ
て
い
る

『
ま
ん
が
で
わ
か
る
働
く
人
の
安
全
と
健
康
』、

及
び
職
場
の
安
全
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

教
材
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
２
点
目
は「
視
点

を
変
え
て
伝
え
る
」
こ
と
に
よ
り
、
職
場
の
労

働
者
の
注
意
を
引
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

説
明
さ
れ
、
例
え
ば
、
県
内
の
令
和
５
年
の

転
倒
災
害
4
2
3
件
に
よ
る
労
働
損
失
日
数

は
1
8
，0
1
9
日
で
49
年
分
に
も
な
る
と

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
特
徴
的
な
災
害
事
例
と
し
て
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
運
搬
中
の
ス
テ
ン
レ
ス
製

タ
ン
ク
が
落
下
し
、
近
く
に
い
た
労
働
者
に

激
突
し
た
事
故
に
つ
い
て
、
原
因
の
一
つ
に
作

業
計
画
の
未
作
成
が
あ
り
、
宮
崎
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
作
業
計

画
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
を
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
レ
ー
ト
屋
根
の
踏
み
抜
き
事
故
に

よ
る
死
亡
災
害
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
で
も
発

生
、
全
国
的
に
も
毎
年
発
生
し
て
お
り
、
踏

み
抜
き
防
止
の
た
め
の
歩
み
板
の
設
置
、
墜

落
防
止
用
の
安
全
帯
の
使
用
、
安
全
ネ
ッ
ト

の
設
置
な
ど
基
本
的
な
対
策
を
ぬ
か
り
な
く

実
施
す
る
よ
う
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、（
公
財
）宮
崎
県
健
康

づ
く
り
協
会
の
田
口
和
歌
子
健
康
運
動
指

導
士
よ
り『
転
倒
災
害
防
止
の
た
め
の
か
ら

だ
づ
く
り
』
と
題
し
、
転
倒
予
防
体
操
を

講
師
の
指
導
の
下
、
参
加
者
全
員
で
行
い
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
日
頃
の
運
動
不
足
を
感
じ

て
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

最
後
に
、「
安
全
か
つ
安
心
な
職
場
づ
く

り
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
」
と
大
会
宣

言
を
読
み
上
げ
、
全
員
で
承
認
し
て
大
会

を
終
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
人
事
・
労
務
管
理
部
長　

塚
本
）

労
働
災
害
防
止
へ
意
識
新
た

労
働
災
害
防
止
へ
意
識
新
た
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11月は「過労死等防止啓発月間」です
「過重労働解消キャンペーン」を実施

「過重労働解消キャンペーン」概要
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３階「緋燿」
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大企業等と下請等中小事業者は共存共栄！
適正なコスト負担を伴わない短納期発注や
急な仕様変更などはやめましょう！

11月は「しわ寄せ」防止キャンペーン月間です。

（「しわ寄せ」防止特設サイトＵＲＬ）
https://work-holiday.mhlw.go.jp/shiwayoseboushi/

事業主の皆様へ

　大企業・親事業者による長時間労働の削減等の取組が、下請等中小事業者に対する適
正なコスト負担を伴わない短納期発注、急な仕様変更などの「しわ寄せ」を生じさせて
いる場合があります。
　このため、厚生労働省、中小企業庁及び公正取引委員会は、11月を「しわ寄せ」防止キャ
ンペーン月間と位置づけ、「しわ寄せ」防止に向けた集中的な周知・啓発の取組を行っ
ています。
　大企業・親事業者と下請等中小事業者は共存共栄という認識の下、適正なコスト負担
を伴わない短納期発注や急な仕様変更などはやめましょう。詳しくは、「しわ寄せ」防
止特設サイトをご覧いただくか、宮崎労働局雇用環境・均等室（ ☎0985－38－
8821）にお問い合わせください。
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（お知らせ）死亡災害発生状況につきましては、宮崎労働局の公表を待ち来月号以降に掲載いたします。

令和7年

令和6年 11月5日（火）～
12月3日（火）

2/13（木）

受験申請書の提出先及びお問い合わせ
安全衛生技術試験協会 本部
（TEL.03-5275-1088）

【 　 　 　 】

【 　 　 　 】

福岡県久留米市
九州安全衛生技術センター

試 験 地

受付期間

作業環境測定士試験第 2 種

 11月13日（水）

宮崎県産業安全衛生大会開催のため、１１月１3日の事務所の
業務は本部・支部ともにお休みさせていただきます。

 事務所休業のお知らせ

令和6年 労災死亡者累計
令和６年10月18日現在宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

1
3
2
3
3
12

2

2
4
4

1
1
1
1

4
1

1
2
1
4
4

3
1

6

1 10前年同期
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講習のご案内講習のご案内
月分

宮崎基準協会

 「受講申込書」はホームページから
   印刷（ExcelまたはPDF形式）できます

（注）都合により、急きょ開催を中止又は延期する場合がありますので、ご了承ください。　
講習のお申込み・お問合せは、本部・宮崎支部 までお願いします（平日8：30～17：00）。
但し、※印の講習（主に高校生対象）を受講希望の方については、担当支部にお問合わせの上、お申し込みください。
・「技能講習」受講申込書には証明写真、本人確認書類の添付が、また「特別教育等」受講申込書には本人確認書類の添付が必要です。
・テキストの送付を希望される場合は、送料を負担していただきます。
・受講料、テキスト代は消費税込みの金額です。　事務局へ申込書の受付を確認後、開催日の
 3営業日前までにご入金ください。
（現金での支払い…本部・宮崎支部窓口、現金書留…担当支部宛、振込み…担当支部口座）

11 12

8

講習会の申込み・問合わせ先等（営業日：平日8：30～17：00）
宮崎労働基準協会本部･宮崎･日南支部■

宮崎市祇園3丁目1番地 矢野産業祇園ビル
〒880-0024

TEL.0985-25-1853 
FAX.0985-28-9080
延岡支部■

TEL.0982-34-5538  
FAX.0982-21-0117

■ 都城支部

TEL.0986-24-5603  
FAX.0986-24-5618

・申込みの受付けは、開催日の1か月前から開始します。（土日・祝日に当たる場合は翌営業日8：30～となります。）
・申込み受付開始後、①受講申込書提出⇒②事務局に申込書の受付を確認⇒③ご入金をもって『受付完了』としま
す。つきましては、申込書の受付を確認後、原則として開催日の３営業日前までにご入金をお願いいたします。
期日までにご入金が確認できない場合は、受講申込みの取消しをさせていただく場合がありますのでご了承ください。
・『受付完了』後のキャンセルにつきましては、開催日の３営業日前までにご連絡があった場合に限りご返金いたし
ます。銀行振込みでの返金を希望される場合は、振込手数料を差し引かせていただきます。再度、受講を希望され
る場合は改めてお申込みをお願いいたします。
・定員に達していない場合は開催日の前日でもお申込みは可能ですが、お早目の手続きをお願いいたします。
・定員に達している場合は、キャンセル待ちをご案内します。
・『受付完了』後に受講者の変更を希望する場合は、前日でもご対応は可能です。

【受講申込みについて】

（免除）…以下の講習等の免除対象者についてはお問合わせいただくか、宮崎労働基準協会HPでご確認ください。申込書に確認書類の貼付が必要です。

講   習   名 受 講 料
（消費税込）

テキスト代
（消費税込）

担当支部 開　催　日 会　場

技
能
講
習

ガス溶接 15,950 会員    330
　　一般    880

宮崎 ※ 11/16（土） ～ 11/17（日）（学科）   矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）宮崎工業高等学校

都城 ※ 11/  9  （金） ～ 11/10（土）（学科）  都城工業高等学校（実技）　　　

玉掛け
（吊上げ荷重１トン以上の

レーンの玉掛作業）

27,280
（免除 25,190）

会員      605
一般   1,705

（改定）

宮崎 11/  7（木） ～ 11/  9（土）（学科）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）矢野運輸（株）

宮崎 12/  5（木） ～ 12/  7（土）（学科）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）矢野運輸（株）

延岡 11/28（木） ～ 11/30（土）（学科）延岡市職業訓練支援センター
（実技）日向地区中小企業支援機構

小型移動式クレーン
（つり上げ荷重１トン以上５トン未満の

小型移動式クレーンの運転業務）

34,540
（免除 32,120）

会員    605
　　一般 1,705

宮崎 11/21（木） ～ 11/23（土）（学科）矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）矢野運輸（株）

延岡 12/19（木） ～ 12/21（土）（学科）延岡市職業訓練支援センター
（実技）日向地区中小企業支援機構

都城 11/28（木） ～ 11/30（土）（学科）都城地区建設業協会
（実技）𠮷原建設（株）仮設資材部（都城市）

作
業
主
任
者

特定化学物質及び
四アルキル鉛等

15,950 会員  　 880
一般   1,980 宮崎 12/12（木） ～ 12/13（金）  延岡市職業支援訓練センター

有機溶剤 15,950 会員  　 880
一般   1,980 延岡 12/10（火） ～ 12/11（水）  延岡市職業支援訓練センター

石綿 15,950 会員   　880
一般   1,980

宮崎 11/  5（火） ～ 11/  6（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

　《お知らせ》1/28～1/29開催予定の当講習は、都合により中止いたします。

延岡 11/19（火） ～ 11/20（水）  延岡市職業支援訓練センター

特
別
教
育

クレーン運転業務 会員 15,950
一般 19,030 1,705 延岡 11/  6（水） ～ 11/  7（木）（学科） 日向地区中小企業支援機構（実技）

電気取扱業務（低圧） 会員 15,950
一般 19,030 770 宮崎 12/  3（火） ～ 12/  4（水）（学科）矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（実技）

そ
の
他

安全衛生推進者養成講習 15,950
（免除 11,110）

会員　 330
一般 1,430 宮崎 12/10（火） ～ 12/11（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

職長等の教育
（注）建設業の方については、職長・安全
衛生責任者教育を建設業労働災害防止協会

（℡ 0985-20-8610）が実施しています。

会員 15,950
一般 19,030 880 宮崎 11 /19（火） ～ 11/20（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

保護具着用管理責任者教育 会員 11,000
一般 14,080 （改定）1,650 宮崎 11/ 28（木）

（注）会場へのお問い合わせはご遠慮ください。

ゼロ災運動ＫＹＴ（危険予知活動）
トレーナー研修会

会員 26,730
一般 29,700 テキスト代込 宮崎 11/26（火） ～ 11/27（水）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

●申込みは、中央労働災害防止協会WEB受付のみ（受付は10月28日（月）～）　「中災防　KYT宮崎」 で 【検索】
        https://www.jisha.or.jp/kyushu/seminar/

（注）当協会会員様は、申込フォームの「中災防会員について」欄の「非会員（一般）」を選択し、「通信欄」に「基準協会会員」と入力してください。

★お問合わせは宮崎支部へ

★お問合わせは都城支部へ

★追加開催
宮崎県トラック協会  総合研修会館２階

（宮崎市恒久 1 丁目７−２１）

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました


